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管所見では拡張有(係蹄頂直径が 20μ 以上のもの)，異常型(主として Complex 型がみられるもの)
が多く有意差を認めた。唇側転位群，舌側転位群では歯肉臨床的所見の不良，歯肉毛細血管所見の拡
張有，異常型が多く有意差を認めた。つぎに， PMA-Index を参考とし，さらにレントゲン検査によ
る歯槽骨の状態を加えて，歯肉臨床的所見の不良の程度を，軽度不良(炎症を歯間乳頭または歯肉縁
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の一部のみに認めるもの) ，中等度不良(炎症を歯肉縁全体に認めるもの) ，高度不良(炎症が付着
歯肉にまでおよんでいるもの) ，不良で歯槽骨異常を伴うもの(歯肉の臨床的所見が不良であって，
さらにレントゲン検査で歯槽骨に異常を認めるもの)に分類した。以上の分類にしたがって，歯の位
置異常の種類別に歯肉臨床的所見不良の程度を検索した結果，唇側転位群には不良の程度の軽いもの
が多く，舌側転位群には不良の程度の高いものが多かった。
位置異常の場合に矯正治療前に歯周疾患が多かったので，位置異常の 3 群について位置正常群を対
照として矯正治療に伴う歯肉臨床的所見および歯肉毛細血管所見の推移を検索した。位置正常群では
歯肉臨床的所見，歯肉毛細血管所見ともに治療前後でほとんど変わらず，空隙群では歯肉臨床的所見
は治療前後でほとんど変わらなかったが，歯肉毛細血管所見は治療後には拡張有，異常型が減少し，
位置正常群との聞に有意差を認めなくなった。唇側転位群および舌側転位群では歯肉臨床的所見の不
良，歯肉毛細血管所見の拡張有，異常型が減少し，矯正治療後はいずれも位置正常群との聞に有意差
を認めなくなった。
つぎに，矯正治療前の歯肉臨床的所見と歯肉に及ぼす矯正治療の効果との関係を検索した。矯正治
療前に歯肉臨床的所見が軽度不良のものではもっとも効果が大きく， 治療後には約 86%が良好とな
り，以下，不良の程度が高くなるにつれて良好となるものは減少し，高度不良，不良で歯槽骨異常を
伴うものでは良好となるものは認められなかった。歯肉毛細血管所見の推移をみると拡張有，異常型
の減少は軽度不良のものでもっとも大きく，以下，不良の程度が高くなるにつれて歯肉毛細血管所見
の改善の傾向は小さくなった。
ついで，矯正治療前の歯の位置異常の種類および歯肉臨床的所見不良の程度別に矯正治療前，動的
治療終了時，矯正治療後の歯肉臨床的所見の推移を検索した。空隙のものでは歯肉臨床的所見不良の
程度に関係なく，動的治療終了時に良好となったものは認められず，矯正治療後に良好となったもの
も約13労で少なかった。唇側転位のものでは，軽度不良の場合には約52%が動的治療終了時に良好と
なり，矯正治療後は約97%が良好となったが，中等度不良の場合には矯正治療後良好となったものは
約26%で少なかった。舌側転位のものでは，軽度不良の場合にはすべてが矯正治療後良好となり，中
等度不良の場合でも約85%が良好となった。
以上の結果，異常唆合で歯周疾患を伴う場合，歯肉状態に対する矯正治療の効果は歯周疾患の程度
ならびに歯の位置異常の種類と関係があることが認められた。すなわち，歯周疾患の程度が軽いもの
ほど歯肉状態の改善の傾向が大きく，また，歯の位置異常の種類別では舌側転位のもので改善の傾向
がもっとも大きく，ついで唇側転位，空隙の順であった。
論文の審査結果の要旨
本研究は歯科矯正治療が歯周疾患に及ぼす影響を，毛細血管生態観察法を用いて研究したもので，
従来ほとんど行なわれなかった歯周疾患に対する校合の改善の効果について重要な知見を得たもので
ある。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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